








2012 年級群ではやや回復傾向が認められる。
サケ成魚の沿岸での平均目回り（漁獲尾数とその重量から求

めた 1 尾当たりの平均体重）は、北海道、本州太平洋及び本州
日本海の 3 地域で増減傾向が類似する（図 10）。2012 年は全国
で 3.06 kgとなり、1989 年以降で最も目回りが小さかった 1994
年に近い水準まで低下した。その後、2013 ～ 2017 年には、約
3.0 kg以上となった。しかし、2018 年は全国的に減少した。特
に北海道では、3.04 kgとなり1989 年以降で最小値となった。

北太平洋のさけ・ます類資源が依然として歴史的な高水準
にあるが、日本系サケは中位の資源水準を維持するものと考
えられる。1998 年級群以降、多獲地域である北海道のサケを
中心に回帰率が大きく変動しながら低下している。2017 年漁
期の来遊数は 1989 年以降では最も低い水準となり、1979 年
の来遊数と同水準にまで減少した。しかし、2018 年に前年比
132％となる 2,976 万尾となった。

管理方策

日本系サケは北太平洋を広く回遊する溯河性魚類であり、
国際資源管理の対象魚種となっている。溯河性魚類は公海上
での商業漁獲が禁止されており、その系群が発生する母川が
存在する国はその系群を利用する第一義的利益と責任を負う
こととされている。

日本系サケの放流数は 1980 年代初めからほぼ一定に維持
されてきたために、放流数と来遊数の間には密度依存的な関

係が観察されず、最大持続生産量とそれに必要な最適放流数
は算出されていない。現在の日本系サケの資源は変動しながら
漸減しており、2017 年に1989 年以降最低水準になった。しかし、
2018 年に前年比 132％となる2,976 万尾となった（図 8）。2018
年の来遊数と過去 10 年の平均来遊数（4,258 万尾）との比は 0.7
となった。つまり、2018 年現在の来遊数は過去 10 年平均値より
も少ないと言える。このため、資源水準は中位に相当すると判
断した。以上のことから判断して、現在の資源水準（過去 10 年
の平均来遊数 4,258 万尾）を維持するための管理方策を講じる
ことが望ましい。そのためには、ふ化場の施設数・規模の制約
を考慮しつつ、日本系サケ資源は産卵親魚量一定方策により管
理し、近年の放流数である約 18 億尾を維持する必要がある。種
卵が十分に確保できない場合には、沿岸漁業の漁獲率をわず
かに削減することで目標とする親魚を確保できるという漁獲管
理の有効性がシミュレーションにより示されている（Watanabe 
et al . 2015、渡邉 2016）。その一方で、最近のフィールド調査に
より、サケの人工ふ化放流事業が盛んな北海道において、自然
再生産するサケがまだ数多くの河川に残っていることが明らか
にされた（Miyakoshi et al . 2012）。また、サケの人工ふ化放流
事業の盛んな河川でもサケの自然再生産は行われており、河
川捕獲数に占める自然再生産由来のサケの割合が約 30％に及
ぶとの推定もある（森田ほか 2013）。これらの現状を受け、これ
までの人工ふ化放流事業による資源管理に加えて、野生サケ
の自然再生産を考慮した資源管理の必要性が指摘されている

（Miyakoshi et al . 2013、森田ほか 2013、Kitada 2014、Morita 
2014）。

2019 年度漁期の来遊数を過去 5 年（2014 ～ 2018 年）の平
均来遊数の 3,452 万尾と仮定すると、採卵に必要な河川捕獲
数（親魚数）は 471 万尾と見積ることができるので、持続漁獲
量は両者の差である 2,981 万尾となる。これに過去 5 年の全
国平均目回りである 3.30 kg をかけると、漁獲重量は 9.8 万ト
ンと計算される。

現在、我が国のサケの増殖計画策定や主要漁業である定置
網の漁獲管理等の資源管理措置は、道県あるいはその中の地
域単位で実施されている。この資源管理の基礎となる地域単
位ごとの来遊数は、沿岸漁獲魚の起源が当該地域の河川であ
るという前提で計算されている。しかし、これまでの親魚標
識放流や沿岸漁獲魚における耳石温度標識の確認から、沿岸
漁獲魚には当該地域以外から放流された魚も含まれることが
知られている（例えば、高橋 2009）。今後、地域単位の来遊数
をより正しく評価するためには、漁獲された魚の起源推定が
必要であり、その推定に必要な生物学的知見を蓄積していく
ことが重要である。また、母川国である我が国は適正な資源
管理を実施することが肝要である。近年、北太平洋における
さけ・ます類の資源量は歴史的にも高水準であり、増大した
アジア系サケ・カラフトマス資源が北米系さけ・ます類の成
長や生き残りに影響しているとの指摘が存在することから

（例えば、Holt et al . 2008、Agler et al . 2013）、他国起源のさけ・
ます類が混生する索餌域における沖合調査を今後も継続する
必要がある。

図 9. 日本各地におけるサケの回帰率の推移
回帰率とは、各年級群の 2 ～ 6 年魚の来遊数合計値をその年級群の
放流数で除した割合（％）とする。

図 10. 沿岸で漁獲されたサケの平均目回り（平均体重）の推移
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サケ（シロザケ）（日本系）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 中位

資 源 動 向 減少

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

26 ～ 36 万トン
最近（2018）年：27 万トン
平均：30 万トン（2014 ～ 2018 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

6.8 万～ 14 万トン
最近（2018）年：9.1 万トン
平均：10.6 万トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標
現在の資源水準の維持 
目 標 値：過 去 10 年 の 平 均 来 遊 数
4,258 万尾

資 源 評 価 の 方 法
 来遊数（沿岸漁獲量及び河川捕獲
数の合計）により水準と動向を評
価

資 源 の 状 態
2018 年の来遊数／目標値：0.70

（目標値：過去 10 年の平均来遊数
4,258 万尾）

管 理 措 置

・持続的漁獲量：2,981 万尾（9.8 万
トン）

・稚魚放流数：18 億尾
・幼魚・未成魚・成魚期 EEZ 外、成

魚期河川内禁漁（成魚期日本 EEZ
内のみ漁獲可能）

管理機関・関係機関 NPAFC、日ロ漁業合同委員会

最新の資源評価年 2019 年

次回の資源評価年 2020 年
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